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技術のポイント 
電子レンジ（マイクロ波）を利用することで、きわめて簡便に、かつ短時間で、カーボンナノチ

ューブを合成することができる。低廉なカーボンナノチューブの合成方法である。 

現在の研究開発段階 A 基礎研究段階  ・  B 試作段階  ・  C 実用化段階 

※技術の紹介 

 

本技術では、市販されているポリスチレン粒子と Ni ナノ粒子を使用し、この混合物を電子

レンジで加熱することにより、カーボンナノチューブを合成する。具体的には、電子レンジ中

にマイクロ波を照射すると発熱する加熱炉を設置し、600～900℃程度に昇温した状態で、

試料を入れた石英管をマイクロ波加熱装置（電子レンジ＋磁性発熱箱）内に配置し、石英

管に窒素ガスを流しながら加熱して反応させる。 

本技術においては、ポリスチレン粒子と Ni ナノ粒子を材料として使用するから、煩雑な事

前準備をする必要がない。電子レンジ（マイクロ波）を利用することで、きわめて簡便に、か

つ短時間で、カーボンナノチューブを合成することができる。低廉なカーボンナノチューブ

の合成方法である。 

本方法によって合成されるカーボンナノチューブは、比較的欠陥が多い。したがって、CNT 

に COOH 基などの官能基を導入しやすくなり、セルロースの糖化に利用できる。本技術の

効果は、合成物を X 線回折、透過型電子顕微鏡、ラマン分光光度計を用いて確認されて

いる。 

 

研究の背景 

 

カーボンナノチューブ(CNT)を合成する方法には、アーク放電法、レーザー蒸発法、化学

的気相成長法が知られている。従来の CNT を合成する方法は、装置が高価であり、高エ

ネルギー、高電圧、高真空状態を必要とするため、合成コストが高いという問題と、環境へ

の負荷が大きいという問題があった。最近、Ni 錯体を不活性ガス気流下で蒸し焼きすると

CNT が合成できることが見出され、マイクロ波で加熱することによって簡単に CNT を合成

する方法が提案された。 

マイクロ波を利用する方法には、「錯体法」、「混合法」、「ナノファイバー法」と呼ばれる方法

がある。「錯体法」では、あらかじめ有機金属錯体を合成しておかねばならないという問題

があり、「混合法」では、るつぼの内壁を Ni コーティングする必要があり、「ナノファイバー

法」では、エレクトロスピニングや Ni 蒸着に時間とエネルギーを要するという問題があった。 
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